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] ≧１となる場合において β-FeOOH の生成反応が抑制されて，α-FeOOH が生成することがわかった．
FeCl3 水溶液中に Fe




添加の場合と異なり，Sn イオンは Fe3+の配位圏に作用し，Fe3+より Cl-を脱離させ，α-FeOOH を生成すると考え
られる． 
第５章に総括として本研究で得られた知見をまとめ，今後の研究の展望を述べた．本研究では，塩化物を含む
大気環境における薄膜水中の溶液環境が，低 pH の濃厚な Cl-環境となり，乾燥過程において Cl-によりアノード
反応が促進されるという知見を得た．また，同環境において Sn 添加鋼はアノード反応を抑制するという知見を
得た．以上より，塩化物を含む大気腐食環境においては，低 pHの濃厚なCl-の水溶液環境において耐酸性を発揮
し，アノード反応を抑制する合金元素を選択することが望ましいと考えられる．また，本研究において，塩化物
を含む大気環境でさび層に生成する β-FeOOH は強い酸化剤として作用し，鋼の腐食を促進する可能性を明らか
にした．さらに，Fe3+を含む水溶液中での β-FeOOHの生成は，Sn化合物により抑制され，α-FeOOHが生成する
という知見を得た．鋼構造物が腐食した後，さび面上に補修塗装する場合において，Fe3+より塩化物イオンを取
り除く作用を示す化学種を選択することで，腐食を促進する可能性のある β-FeOOH の生成を抑制し，鋼構造物
の耐食性の向上に寄与できる可能性が考えられる．今後，本研究から得た知見を基に新たな耐食鋼材や防食技術
の研究開発に展開していく予定である． 
 
 
